
 

 

 

【パワーショベルの体験乗車をする＝市内事業所】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【レスキュー機材を使う体験をする＝袋井消防署】 

「幼小中つながる通信」は、袋井市が進める「幼小中一貫教育」について、考え方や関連する取組の様子などを、 

お知らせするために発行しています。     袋井市教育委員会 教育企画課 未来の教育推進室 86-3221 

～ 夢を抱き、たくましく次の一歩を踏み出す 15歳の育成 ～  幼小中一貫教育を推進！ 
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地域との連携 

 

9 月 12・13 日の 2 日間にわたり、周南中学校 2

年生が職場体験学習を行いました。農園、店舗、グル

ープホーム等、市内約 70 の事業所の協力を得て、生

徒が希望する職業にチャレンジしました。 

市内事業所では、パワーショベルやクレーンの体験乗

車を通して、自分なりに工夫することや仲間と声を掛け

合って仕事をすることの大切さを学びました。また、袋井

消防署では、放水体験やレスキュー体験を通して人命

を守る責任の重さを感じました。生徒らは「目的を達成

するために様々な努力をすることが必要だと分かった」

「憧れているだけでなく、夢に向かって今から準備をした

い」などと話しました。地域の方と関わりながらの体験で

「今、学ぶことの大切さ」を理解することができました。 


